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いう問いをたてることなく、ただ音に打たれ、その波
紋に身を浸すことだ。そして音が消えれば、私も静ま
る。まるで何ごとも起こらなかったかのように。たし
かに生起したのだが、どこかにいってしまうもの、
ひょっとしたら自分のなかに沈み込んでいるかもしれ
ない－－－－そんなあやふやで非効率的な領域は、今の
世の中では「無駄」と呼ばれるのだろうか。しかしそ
れは人にとって欠かせない領域である。そして、おそ
らく「学ぶ」ということに関しても。学ぶことが選び
とることであると考えれば、その背後には無数の選び
とられなかった記憶や体験が必ずなければならない。
そんな意識の地盤のようなものを浮上させ感じさせる
のが音楽の大事な力であると私は信じているが、うか
うかしていると「役にたつもの」に吹き飛ばされそう
になる。役に立たないものに耳を傾ける体験、いわば
そんなやくたいもないことが、自分というものを見つ
め、それこそ「生きる力」を豊かにする、と気づかせ
ることが、音楽にはできる。学ぶということに真剣に
とりくむにはなかなか難しいご時勢であるからこそ、
はっきりと声に出して言わねばならないのだな、と思
う。忘れ去られるかもしれないものにこそ、耳を傾け
よう。
がら、声のイントネーションを変えたり間をおいたり
する時。そこで私たちは音楽を見つけ音楽を生み出し
ている。それは未分化のものであって、モーツァルト
やベートーヴェンの音楽とは違うのだけれど、まった
くの別物ではない。
また、この特別視からは教養としての音楽という観
念も発生する。大作曲家の作品や名演奏家の演奏を価
値あるものとして扱い、それらについての知識を深め
ようという態度。このこと自体には問題がないように
も見える。しかしこれが、権威あるものを無批判に認
めるとか、世間一般で評価されているという点で自分
の価値判断を停止するとか、非音楽的なふるまいを招
いていることも少なくはない。
それから、趣味としての音楽は授業という場以外のと
ころでおおいに追求してもらえばよい。さらに、音楽は
場を華やかにしたり集団のアイデンティティを確認する
機能を担うものだという見方。これも根強い観念だが、
これは音楽の効果に焦点を当てることにたやすく傾斜し
てしまうので、音楽を形骸化させる危険性をはらむ。
こういった固定観念を払いのけたところで、ほんと
うは音楽は始まる。そもそも音楽の体験とは、どんな
成果が得られるかとか、何が私のためになるのか、と
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